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1． 担当教員の専門分野(研究領域)・現在の研究テーマ 

研究領域： 

管理会計，原価計算，コストマネジメント，業績管理，公共経営，公会計，サスティナビリティ経営 

現在の研究テーマ： 

組織のパフォーマンスを高めるために管理会計システムをどのようにデザインし，運用すべきかに関心を持って 

います。インタビューや事例研究などの質的研究アプローチと，アーカイバルデータや質問票調査データを用いた 

量的（統計的）研究アプローチを併用しながら，現在は以下の研究テーマに取り組んでいます。 

・公的組織における効果的な外部委託（アウトソーシング）のためのコントロールパッケージ 

・公的組織における会計情報の活用を促す組織能力 

・ネットワークガバナンスにおける業績管理の意義とガバナンス主体の役割 

・高業績企業に共通する管理会計組織の特徴（FP&A, CFO組織のデザイン） 

・脱炭素経営を促進する業績管理システム（社内炭素価格と管理会計の融合） 

・ESGと管理会計システムの有機的連携 

 

※上記研究テーマはあくまで私が個人ないしは共同研究で行っている研究テーマですので，履修者の皆さんが執

筆される修士論文の テーマは自由に設定していただいて構いません。最初から良い研究テーマが見つかること

は稀ですので，履修者 の皆さんの関心を尊重しつつ，研究指導や研究会での議論を通じてテーマの微修正を行

っていきます。 

 

2． 指導方針 

会計プロフェッションないしは管理会計研究者を志す方に向けて，研究指導を通じて，学術論文を読み解き整理 

する能力，研究関心にあわせた適切な分析方法の選択とデータ分析を行う能力，論文執筆やプレゼンテーション 

を行う能力などを養成いたします。毎週行われる研究指導にくわえて，月に1度の頻度で研究会（ゼミ出身者，博 

士後期課程学生，実務家，研究者が参加）を実施していますので，積極的にご参加ください。 

 

3． 学生に対する要望・その他 

会計学（簿記（日商2級程度），財務会計，管理会計，原価計算）および関連領域（経営学，経済学，統計学）に 

関する基本的な知識を有すること，ならびに英語の学術論文を読むことができるレベルの基本的英語力が必要に

なります。 


